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業 務 報 告

防災管理者等再研修会「災害対策本部企画運営」
－ノンテクニカルスキルを活かした災害対策本部演習の企画運営を学ぶ―

　当協会では、防災管理者・副防災管理者研修会の再研修会として「災害対策本部企画運営研修」を開催しており、今年度は、

９月２０日に当協会を会場として開催しました。近年、安全を確保していくための現場力としてノンテクニカルスキル（状況

認識、コミュニケーション、リーダーシップ等）が注目されていますが、この研修会では、そのノンテクニカルスキルを育成し、

より的確な対応力をつけるため、効果的な災害対策本部演習を企画運営する手法を学んでいただくことを目的としています。

　本研修は、災害発生時、最も重要な情報収集、情報共有などの情報処理から意思決定に至るまでを模擬的に演習を行い、

災害対策本部の初動対応を学び、演習シナリオ作りを通して、ノンテクニカルスキルを活用した実践的な災害対策本部の対

応能力の向上に役立てていただけるものです。

　講師として、原子力施設、危険物事業所等の保安・防災業務に実績のある防災専門のコンサルタントが担当しました。

《研修の内容》
＊災害対策本部設置・運営図上演習
　地震発生後に危険物が漏えいし、タンク火災が発生したという複数災害を想定し、状況判断と意思決定を中心に災害

対策本部を効率的・効果的に運営するためのスキルを学びました。受講者は、本部長、副本部長、情報整理、情報受理・

伝達係としてコーディネータから発信された付与情報に基づき、状況に対応した活動を指示していくという設定で、演習

が行われました。

＊訓練シナリオ作成
　受講者の事業所構内図をもとに、事業所独自のシナリオを作成していただき、陥りやすい盲点や予想外の想定などシナ

リオレス訓練を組み入れるためのノウハウを学びました。

　受講者からは、「情報の整理の難しさが体験できた。」「シナリオレス訓練の必要性を感じたので、早速、企画します。」

などの声が聞かれました。
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図上演習と講義


